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設備投資 減価償却費 研究開発費

３１０

３９５

３６７

３１５

３１０

OKIグループの従業員構成

16,697 16,736 17,459

1,857 2,868
4,107

２０１１年 ２０１２年 ２０１３年

正規社員 非正規社員

２ ０ １ ３ 年 ７ 月 第 ３ ０ ０ 号沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都港区新橋４－２４－３ エムエフ新橋６０１号 電話 03（6450）1777

参
議
院
選
挙
が
７
月

４
日
公
示
さ
れ
た
。
直

前
に
実
施
さ
れ
た
東
京

都
議
会
選
挙
で
は
自
民
党
が
第
一

党
、
公
明
党
が
第
二
等
、
共
産
党

が
民
主
党
を
抜
い
て
第
三
党
に
な
っ

た
。
投
票
率
は
４
３
．
５
％
と
低

投
票
率
だ
っ
た
が
自
民
党
の
政
策

に
真
っ
向
か
ら
立
ち
向
か
う
の
が

共
産
党
だ
と
言
う
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
結
果
と
い
え
る
の
で
は
な
い

か
▼
都
議
会
選
挙
の
結
果
が
参
議

院
選
挙
に
反
映
さ
れ
る
の
が
最
近

の
傾
向
と
い
わ
れ
て
お
り
、
マ
ス

コ
ミ
も
自
民
の
優
勢
と
報
道
し
て

い
る
。
し
か
し
、
自
民
党
の
公
約

は
争
点
を
た
く
み
に
ぼ
か
し
、
最

大
の
争
点
は
衆
・
参
の
ね
じ
れ
が

解
消
す
る
こ
と
と
宣
伝
し
て
い
る
。

憲
法
改
定
に
は
口
を
つ
ぐ
み
、
原

発
は
世
界
一
安
全
と
輸
出
を
売
り

込
み
な
が
ら
国
内
の
原
発
再
稼
動

の
判
断
は
規
制
委
員
会
ま
か
せ
、

消
費
税
増
税
は
１
０
月
に
判
断
す

る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
沖
縄
政
策
は
北
海

道
、
沖
縄
選
出
議
員
の
政
策
と
逆

の
方
針
に
な
っ
て
い
る
。
経
済
政

策
は
国
民
の
懐
を
豊
か
に
す
る
と

言
い
な
が
ら
、
公
務
員
の
賃
金
は

削
減
、
年
金
は
減
額
と
、
庶
民
の

懐
か
ら
搾
り
取
る
政
策
を
実
施
し

て
い
る
▼
４
年
前
の
総
選
挙
で
国

民
は
政
治
は
変
え
ら
れ
る
と
実
感

で
き
た
が
自
民
に
変
っ
て
政
権
党

に
な
っ
た
民
主
党
が
次
々
に
公
約

違
反
を
し
た
結
果
、
再
び
自
民
党

が
政
権
党
に
な
っ
た
。
自
民
党
は

国
民
の
関
心
事
は
公
約
を
あ
い
ま

い
、
先
延
ば
し
に
し
、
選
挙
に
臨

ん
で
い
る
。
結
果
は
見
え
て
い
る

と
選
挙
に
棄
権
す
る
の
で
は
な
く
、

各
政
党
の
公
約
を
き
ち
ん
と
判
断

し
、
政
治
は
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
こ
と
に
自
信
を
持
っ
て

７
月
２
１
日
の
投
票
に
行
こ
う
。

あすなろ300号
あすなろは１９８６年８月に創刊され、

２７年間毎月発行し、お陰さまで今号で

３００号になりました。今後も皆さんの

声を聞きながら、ＯＫＩで働く全ての人

が、安心して働き甲斐のある職場を目指

し、一緒に頑張っていきたいと思います。

今後もよろしくお願いします。花言葉：名誉ある女性

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ

第８９回ＯＫＩ定期株主総会が開催されました。

６
月
２
６
日
に
第
８
９
回

Ｏ
Ｋ
Ｉ
定
期
株
主
総
会
（
参

加
約
１
８
０
名
）
が
、
都
内

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
Ａ
Ｋ
（
沖
電
気
の
職
場

を
明
る
く
す
る
会
）
は
毎
回

社
員
株
主
と
し
て
、
職
場
の

問
題
を
経
営
陣
に
直
接
問
い

質
す
機
会
と
し
て
取
り
組
ん

き
ま
し
た
。

当
日
は
会
場
前
で
の
あ
す

な
ろ
６
月
号
と
特
別
号
の
配

布
、
横
断
幕
（
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
成

長
は
人
、
技
術
、
モ
ノ
づ
く

り
を
大
切
に
し
て
こ
そ
切
り

開
か
れ
る
）
を
持
っ
て
の
ア

ピ
ー
ル
、
マ
イ
ク
宣
伝
を
行

い
ま
し
た
。

株
主
総
会
に
は
Ｏ
Ａ
Ｋ
か

ら
２
名
が
参
加
し
、
海
外
子

会
社
の
不
適
切
会
計
問
題
と

社
風
改
革
な
ど
１
９
項
目

（
下
記
質
問
事
項
参
照
）
に

わ
た
っ
て
事
前
質
問
を
出
し
、

会
場
で
の
再
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
質
問
に
対
し
て
の
経

営
陣
か
ら
の
回
答
は
、
法
令

遵
守
で
適
切
に
対
応
し
て
い

る
と
言
う
も
の
の
、
具
体
性

に
欠
け
、
職
場
の
実
態
を
き

ち
ん
と
把
握
し
て
対
応
し
て

い
る
の
か
疑
問
を
感
じ
ざ
る

を
得
な
い
も
の
で
し
た
。

他
の
株
主
か
ら
も
、
「
Ｏ

Ｋ
Ｉ
は
人
を
育
て
る
こ
と
が

大
事
、
社
長
自
身
も
っ
と
夢

を
語
っ
て
ほ
し
い
」
「
不
適

切
会
計
問
題
の
し
っ
か
り
し

た
再
発
防
止
策
を
」
「
早
期

の
株
主
配
当
を
求
め
る
」
な

ど
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ＯＫＩ株主総会会場前でのアピール

単位：億円

337

515

●
海
外
連
結
子
会
社
の
不
適
切
な
会

計
処
理
と
社
風
改
革
に
つ
い
て

●
Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
企
業
の
均
等
待

遇
に
つ
い
て

●
サ
ー
ビ
ス
残
業
と
労
働
時
間
管
理

●
職
場
で
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
問

題
●
健
康
管
理
と
働
き
や
す
い
職
場
環

境
に
つ
い
て

●
非
正
規
社
員
の
正
社
員
化
と
処
遇

改
善
に
つ
い
て

●
働
く
女
性
の
環
境
改
善
に
つ
い
て

●
普
通
株
主
へ
の
配
当
と
配
当
水
準

●
企
業
の
社
会
的
責
任
に
つ
い
て

●
研
究
・
開
発
の
方
針
と
展
望

●
障
害
者
の
雇
用
率
な
ど
雇
用
問
題

●
労
働
条
件
の
切
り
下
の
回
復
に
つ

い
て

●
定
年
延
長
と
シ
ニ
ア
社
員
の
処
遇

改
善
に
つ
い
て

●
成
果
主
義
的
労
務
管
理
の
弊
害

（
詳
細
は
Ｏ
Ａ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
活
動
」
の
項
に
掲
載
）

（派遣社員を除く）



持株比率
（％）

OKI 2.63 3
日立 2.57 4
NEC 2.04 4
富士通 2.72 5
東芝 2.20 6
三菱電機 2.38 6
シャープ 2.30 7

大株主順位

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ３ 年 ７ 月 第 ３ ０ ０ 号

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

外
来
種
植
物
の
除
去

【
中
国
・
シ
ン
セ
ン
】

Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
の
中
国
現
地

法
人
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
・
プ
リ
ン
タ
事
業

会
社
・
沖
電
気
実
業
（
深
セ
ン
）

有
限
公
司
（
Ｏ
Ｓ
Ｚ
・
２
３
９
７

人
）
は
、
生
産
拠
点
の
深
セ
ン
市

梧
桐
山
で
、
外
来
種
植
物
「
ミ
カ

ニ
ア
・
ミ
ク
ラ
ン
サ
」
（
つ
る
性

雑
草
・
国
際
自
然
保
護
連
盟
の
世

界
の
侵
略
的
外
来
種
ワ
ー
ス
ト
１

０
０
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
）
の
除
去

作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
約
１
０
０
人
で
一
日

か
け
て
約
３
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
の
除
去
を
し
ま
し
た
。
（
報
道
）

「
３
Ｓ
」
活
動

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

【
埼
玉
・
本
庄
】

沖
電
気
の
通
信
シ
ス
テ
ム
工
場

で
は
「
魅
せ
る
職
場
」
作
り
の
一

貫
で
、
３
Ｓ
（
整
理
・
整
頓
・
清

掃
）
の
活
動
に
力
が
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
治
工
具
類
は

綺
麗
に
整
理
さ
れ
、
使
い
た
い
と

き
に
す
ぐ
に
使
え
、
作
業
終
了
時

に
は
元
に
戻
す
定
位
置
管
理
の
徹

底
で
紛
失
等
の
確
認
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
の
発
表
会
も
行
わ
れ
る
な
ど

力
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。

他
方
、
椅
子
の
撤
去
や
作
業
机

が
パ
イ
プ
机
に
な
っ
た
り
、
近
く

に
あ
っ
た
物
の
置
き
場
が
遠
く
に

な
っ
た
り
し
て
い
て
、
作
業
が
し

づ
ら
く
な
っ
た
面
も
あ
り
ま
す
。

休
憩
用
の
椅
子
は
残
し
て
欲
し
い
！

な
ど
の
声
も
聞
き
ま
す
。

労
働
条
件
の

カ
イ
ゼ
ン
を

【
ジ
ェ
イ
ア
イ
ピ
ー
テ
ク
ノ
】

０
２
年
２
月
、
本
庄
工
場
の
製

造
部
門
が
分
社
・
独
立
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
受
託
生

産
サ
ー
ビ
ス
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
」
Ｊ
Ｉ
Ｔ
生
産
方
式
を
ウ
リ
に

し
た
会
社
は
２
０
１
２
年
４
月
に

Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
に
な
り

ま
し
た
。

１
３
年
３
月
・
従
業
員
２
１
０

人
の
多
数
は
元
沖
電
気
の
正
社
員
。

分
社
化
時
に
は
賃
金
、
労
働
時
間
、

社
会
保
険
・
・
・
な
ど
労
働
条
件

が
引
き
下
げ
ら
れ
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。

会
社
は
製
造
の
匠
を
謳
っ
て
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
が
、
従
業
員
の

労
働
条
件
を
沖
電
気
並
み
に
カ
イ

ゼ
ン
し
て
欲
し
い
と
い
う
声
は
大

き
い
。内

部
通
報
２
件

【
株
主
総
会
】

沖
電
気
の
不
適
切
な
会
計
処
理

で
１
２
年
度
は
、
３
５
０
億
円
の

整
理
損
が
発
生
し
た
。

株
主
総
会
で
は
、
０
６
年
４
月

に
施
行
さ
れ
た
内
部
通
報
保
護
法

に
よ
る
告
発
の
件
数
が
２
０
１
２

年
度
に
は
沖
グ
ル
ー
プ
全
体
で
２

件
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
た
。

内
部
監
査
機
能
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
強
化
、
法
律
遵
守
意
識
の
向
上
、

「
言
う
、
言
え
る
、
聞
く
」
の
自

由
闊
達
な
社
風
へ
変
革
す
る
た
め

に
も
通
報
・
相
談
の
窓
口
が
機
能

す
る
事
が
望
ま
れ
ま
す
。

ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム

に
も
ゴ
ミ
箱
を

【
群
馬
・
富
岡
】

ロ
ッ
カ
ー
の
上
に
不
要
な
も
の

を
放
置
し
な
い
よ
う
に
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き

缶
、
パ
ン
か
す
、
作
業
靴
の
空
き

箱
な
ど
が
目
に
つ
き
ま
す
。
こ
れ

は
、
個
人
の
モ
ラ
ル
に
関
わ
る
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
が
、
整
理
・
整

頓
は
必
要
な
こ
と
で
す
。
ロ
ッ
カ
ー

ル
ー
ム
を
綺
麗
に
し
て
お
く
た
め

に
、
ゴ
ミ
箱
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で

す
。

以
前
は
設
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
何
ら
か
の
理
由
で
撤
去
し

た
よ
う
で
す
、
再
度
設
置
を
検
討

し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
聞
か
れ

ま
す
。

ロ
ー
ム
本
社
宣
伝
を

行
い
ま
し
た

【
ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

雇
用
契
約
を
解
除
さ
れ
た
労
働

者
が
、
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
、

八
王
子
労
連
、
京
都
総
評
の
支
援

を
受
け
て
親
会
社
の
ロ
ー
ム
社

（
京
都
）
と
株
主
総
会
会
場
前
で

「
法
令
を
順
守
せ
よ
」
「
企
業
の

社
会
的
責
任
を
果
た
せ
」
と
従
業

員
と
株
主
に
訴
え
ま
し
た
。
ロ
ー

ム
社
で
は
人
員
削
減
の
希
望
退
職

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
非
常

に
ビ
ラ
の
受
け
取
り
も
良
く
、
京

都
総
評
の
梶
川
事
務
局
長
も
「
昨

年
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
だ
っ
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

法
令
を
守
ら
な
い
「
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
」
は
一
掃
し
た
い
も
の
で
す
。

立
憲
主
義
（
り
っ
け
ん
し
ゅ
ぎ
）

日
本
国
憲
法
＝
理
念
は
立
憲
主
義

で
、
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
、
恒
久
平
和
主
義
の
３
つ
が

基
本
原
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。

立
憲
主
義
は
国
家
権
力
を
行
使
す

る
も
の
が
そ
れ
を
、
濫
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
国
民
の
人
権
を
侵
害
す
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
憲
法
で
国
家
権

力
を
規
制
す
る
と
い
う
理
念
で
す
。

日
本
国
憲
法
は
９
９
条
で
、
国
家

権
力
を
行
使
す
る
人
た
ち
に
対
し
て

尊
重
擁
護
義
務
を
定
め
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
日
本
国
憲
法
は
権
力
者
に

憲
法
を
守
れ
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
が
立
憲
主
義
で
す
。

自
民
党
の
憲
法
改
正
草
案
で
は

「
国
民
は
憲
法
を
尊
重
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
が
、
こ

れ
は
、
立
憲
主
義
の
理
念
が
逆
転
し

て
い
ま
す
。
今
、
守
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
は
権
力
者
が
国
民
主
権
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
、
恒
久
平
和
主

義
の
憲
法
の
基
本
原
理
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

■
権
力
者
の
都
合
が
よ

い
憲
法
に
す
る
た
め
に

改
憲
要
件
を
引
き
下
げ

９
条
を
も
か
え
て

平
和
主
義
の
転
換

を
狙
っ
て
い
る
。

沖
電
気
を
考
え
る

《
第
６
６
回
》

比
重
を
強
め
る
社
員
持
株
会

天
皇
又
は
摂
政
（
天
皇
に
代
わ
っ
て
政
を
摂
る
者
）

及
び
国

せ
っ
し
ょ
う

と

務
大
臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官
そ
の
他
の
公

務
員
は
、
こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義

務
を
負
う

●

持
論

抗
論

●

安
倍
政
権
の
経
済
政
策
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
が
暴
走
を
加
速

派
遣
拡
大
や
「
限
定
正
社
員
」

労
働
者
や
消
費
者
を
排
除
し

た
「
規
制
改
革
会
議
」
が
「
世

界
で
一
番
企
業
が
活
躍
し
や
す

い
国
」
づ
く
り
の
た
め
に
労
働

分
野
で
も
①
職
務
や
勤
務
地
、

労
働
時
間
が
限
定
さ
れ
た
無
期

雇
用
（
限
定
正
社
員
）
で
の
雇

用
ル
ー
ル
の
整
備
②
労
働
時
間

法
制
の
見
直
し
③
派
遣
制
度
の

見
直
し
。
な
ど
を
提
案
し
た
。

名
ば
か
り
正
社
員
で
解
雇
を

容
易
に
す
る
、
た
だ
働
き
の
合

法
化
、
派
遣
労
働
の
拡
大
が
狙

い
だ
。
「
安
定
し
た
雇
用
と
賃

金
を
」
に
背
く
亡
国
の
施
策
だ
。

電機の持株会

沖電気従業員（社員）持株会（年度３月期）

大株主順位 ０６年１０位 ⇒１３年３位
沖
電
気
の
発
行
株
は
７
億
３
１
４
３
万
株
。
社

員
持
株
会
は
１
９
１
２
万
株
を
保
有
し
て
大
株
主

順
位
３
位
。
電
機
大
手
と
較
べ
て
高
い
（
１
３
年
）

友
好
的
な
安
定
株
主
の
確
保
、

会
社
に
対
す
る
帰
属
意
識
の
向

上
な
ど
を
目
的
に
し
て
社
員
持

株
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

東
京
証
券
所
の
１
２
年
３
月

期
に
お
け
る
約
２
千
社
調
査
で

は
、
従
業
員
の
４
４
％
が
加
入

し
て
持
株
比
率
は
約
１
％
と
な
っ

て
い
る
。

ア
ベ
さ
ん

日
本
国
憲
法

第
９
９
条
を
知
っ
て
ま
す
か
？

９６条：憲法改正は各議院の総議員３分２以上の

賛成で発議し、国民の選挙で過半数の賛成が必要

９６条「改正」は改憲の入口＝アベ

←
国
民
は
（
改
憲

要
件
）
の
緩
和
を

望
ま
な
い


